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舞戸小学校５学年39人が稲刈りを体験
　秋空の下、舞戸小学校５学年が５月に田植えをしたつがるロマンの稲
を鎌で刈り、束ねる作業を体験しました。　
　田んぼを提供してくれた建石地区の木村農也さんから、鎌の使い方、
束ね方の指導を受け、汗をかき慣れないながらもみんなで一生懸命取り
組んでいました。（９月27日）

９月
定例会号

２～３
４～５
６～９
10～11

12～14

平成28年度決算
第３回定例会のあらまし　常任委員会審議・監査審査意見
４人の議員が一般質問（町民・町職員24人が傍聴）
議会活動　地婦連との意見交換会
議員視察リポート　
東京鰺ヶ沢会総会・地域間交流　東京光が丘地区
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平
成
28
年
度
の
決
算
は
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
議
員
全
員
に
よ
る

決
算
特
別
委
員
会
（
東
條
一
彦
委
員
長
）
を
設
置
し
て

審
査
。
そ
の
他
特
別
会
計
、
企
業
会
計
決
算
は
総
務
文

教
・
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
し

た
結
果
、
全
て
の
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

住民の安心・安全なくらしへ

昨年度比３億 6207 万円増
認定

１
２
２
９
万
円

◉
28
年
度
一
般
会
計
決
算
の
主
な
事
業
◉

プレミアム付商品券発行事業
への補助�（プレミアム率10％）

６
億
４
４
４
９
万
円

新消防庁舎建設事業
　平成29年６月供用開始

９
８
３
万
円

放課後ルーム事業　
春・夏・冬休み期間も実施　

５
４
０
万
円

舞戸公民館
トイレ改修
事業
洋式化へ

～にこにこ子ども館～　

一般会計 72 億 9584 万円

会 計 別 歳　　入 歳　　出 差し引き 地方債（借金）残高
一 般 会 計 73億7737万円 72億9584万円 8153万円 101億9205万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 18億8338万円 18億6287万円 2051万円 －
簡 易 水 道 事 業 ３億8399万円 ２億8706万円 9693万円 ９億5979万円
農 業 集 落 排 水 事 業 １億3232万円 １億3140万円 92万円 12億5587万円
小 規 模 水 道 事 業 781万円 598万円 183万円 3394万円
公 共 下 水 道 事 業 ３億2439万円 ３億2331万円 108万円 25億8768万円
墓 地 公 園 事 業 130万円 130万円 ０万円 －
介 護 保 険 事 業 15億4755万円 14億9475万円 5280万円 －
後 期 高 齢 者 医 療 １億1893万円 １億1671万円 222万円 －
水 産 業 振 興 事 業 2790万円 2357万円 433万円 －

平成28年度　企業会計決算状況
水 

道 

事 

業

収　　益　　的　　収　　支 資　　本　　的　　収　　支
事業収益 事業費用 差し引き 資本的収入 資本的支出 差し引き

１億9418万円 １億7597万円 1821万円 4819万円 １億1135万円 △6316万円
地方債残高　　９億9878万円

※資本的収支不足分6316万円は、当年度分損益勘定留保資金5747万円・繰越利益剰余金処分額569万円で補てん

� 〈決算額は万円単位（四捨五入）で表示しています〉

平成28年度　各会計決算状況
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28年度に残ったお金

8153万円
●実　  質　  収　  支
（黒字）　8148万円
そのうち約半分を
▽財政調整基金に積立て

　（貯金）　4100万円
▽29年度に繰り越し
　　　　　  4048万円

●29年度に繰り越すお金
　　　　　 ５万円
 （使いみちが決まったもの）

【地方債現在高】
（町の借金）

101億9205万円
【財政調整基金】
（町の貯金）
４億2706万円

平成28年度

決　算

歳　入
７３億７７３７万円

町税
７億8640万円
（10.7％）

町税
７億8640万円
（10.7％）

その他
〔使用料や手数料など〕

６億6497万円
（9.0％）

その他
〔使用料や手数料など〕

６億6497万円
（9.0％）

町債
10億960万円
（13.7％）

町債
10億960万円
（13.7％）

県支出金
４億9291万円
（6.7％）

県支出金
４億9291万円
（6.7％）

地方交付税
35億8498万円
（48.6％）

地方交付税
35億8498万円
（48.6％）

地方消費税交付金
１億7106万円
（2.3％）

地方消費税交付金
１億7106万円
（2.3％）
地方譲与税

6289万円（0.8％）
地方譲与税

6289万円（0.8％）

公債費
９億2873万円
（12.7％）

公債費
９億2873万円
（12.7％）

土木費
６億3718万円
（8.7％）

土木費
６億3718万円
（8.7％）

教育費
５億8178万円
（8.0％）

教育費
５億8178万円
（8.0％）

衛生費
３億8806万円
（5.3％）

衛生費
３億8806万円
（5.3％）
農林水産業費
３億9920万円
（5.5％）

農林水産業費
３億9920万円
（5.5％）

議会費
5901万円
（0.8％）

議会費
5901万円
（0.8％）
商工費

１億1039万円
（1.5％）

商工費
１億1039万円
（1.5％）

災害復旧事業費
1179万円
（0.2％）

災害復旧事業費
1179万円
（0.2％）

労働費
120万円（0.0％）
労働費

120万円（0.0％）

一般会計決算の内訳

国庫支出金
６億456万円
（8.2％）

国庫支出金
６億456万円
（8.2％）

民生費
17億4910万
（24.0％）

民生費
17億4910万
（24.0％）

総務費
13億6865万円
（18.8％）

総務費
13億6865万円
（18.8％）

消防費
10億6075万円
（14.5％）

消防費
10億6075万円
（14.5％）

７２億９５８４万円

歳　出

新消防庁舎建設

６億4449万円

地方債残高（借金）
５カ年の推移〈 〉

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

113億
7492万円 109億

7987万円 105億
1990万円

99億
8813万円

101億
9205万円

財政調整基金（貯金）
５カ年の推移〈 〉

4億
2706万円

3億
9794万円

1億
6038万円

3280万円9万円

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

<鰺ヶ沢町の財政状況>

健全化判断比率 鰺ヶ沢町の数値 備　　考 早期健全化
基準

①実質公債費比率
平成28年度 15.6% 県内ワースト５位

25.0%
平成27年度 16.9% 県内ワースト４位

②将来負担比率
平成28年度 205.5% 県内ワースト１位

350.0%
平成27年度 196.5% 県内ワースト２位

①借入金（地方債）の返済額の大きさを指標化。資金繰りの程度を示すもの
②�一般会計等の借入や将来支払う可能性のある負担額を指標化。将来財政を圧迫する
可能性の度合いを示すもの

資金不足比率 鰺ヶ沢町の数値 備　　考 経営健全化
基準

公 営 企 業 会 計
平成28年度 ― 水道事業・簡易水道

事業・公共下水道事
業・農業集落排水事
業の各会計

20.0%
平成27年度 ―

「―」は資金の不足額を生じていないことを示す
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生活科の学習で町の特徴や働く人々の
様子を理解するため、３グループに分
かれ町内の各職場を見学。６人の児童
が役場を訪れ、議場等を見学しました。

未来応援基金へ2000万円

平
成
29
年
度
一
般
会
計　
　

補
正
予
算�

可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
７

９
６
万
１
０
０
０
円
を
増
額

補
正
し
ま
し
た
。

　

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算

総
額
は
65
億
５
７
９
７
万
９

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
）

▽
あ
じ
が
さ
わ
未
来
応
援
基

金
へ
積
立　

２
０
０
０
万
円

▽
あ
じ
が
さ
わ
未
来
応
援
寄

附
金
謝
礼　
　

８
０
０
万
円

▽
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
御
礼

品
管
理
業
務
委
託
料

�

64
万
８
０
０
０
円

▽
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
シ
ス

テ
ム
等
利
用
料

　
　

２
１
５
万
２
０
０
０
円

▽
楽
天
包
括
連
携
事
業
委
託

料　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

▽
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

対
応
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

�

２
４
３
万
４
０
０
０
円

▽
農
道
中
村
線
法
面
崩
落
の

修
繕　
　
　
　

４
６
０
万
円

※
雪
解
け
や
長
雨
に
よ
り
、

わ
き
水
が
流
れ
出
た
こ
と
が

原
因
。

▽
ア
ユ
中
間
施
設
の
修
繕

　
　

１
８
１
万
８
０
０
０
円

平成29年

第３回
定例会

９月８日～14日

※
落
雷
に
よ
る
非
常
発
電
機

の
修
繕

▽
道
路
橋
梁
修
繕

　
　
　
　
　
　

１
９
０
万
円

　

小
夜
７
号
線
側
溝
等
の
修

繕▼
人
事
案
件

町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

�

同
意

　

鶴
田　

健
榮
氏（
舞
戸
町
）

　

任
期
満
了
に
つ
き
同
氏
を

再
任
す
る
も
の

北
浮
田
財
産
区
管
理
会
管
理

委
員
の
選
任�

同
意

　

任
期
満
了
に
つ
き
管
理
委

員
５
名
を
再
任
す
る
も
の

（
任
期
）
平
成
29
年
11
月
５

日
か
ら
４
年

　

・
斉
藤　

豊　
　
　

氏

　

・
長
谷
川　

勝
男　

氏

　

・
長
谷
川　

孝　
　

氏

　

・
添
澤　

唯
四
郎　

氏

　

・
今　

勇
造　
　
　

氏

◎
意
見
書
案
第
１
号

「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
創

設
に
関
す
る
意
見
書�
可
決

【
内
容
】
平
成
29
年
度
税
制

改
正
大
網
に
お
い
て
、「
市

町
村
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
森
林
整
備
等
に
必
要
な

財
源
に
充
て
る
た
め
、
個
人

住
民
税
均
等
割
の
枠
組
み
の

活
用
を
含
め
都
市
・
地
方
を

通
じ
て
国
民
に
等
し
く
負
担

を
求
め
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の

創
設
」
に
関
し
、「
平
成
30

年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
結

論
を
得
る
」
と
明
記
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
森
林
・
林
業
・

山
村
対
策
の
抜
本
的
強
化
を

は
か
る
た
め
の
「
全
国
森
林

環
境
税
」
の
早
期
導
入
を
強

く
求
め
る
も
の
。

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
農

林
水
産
大
臣
、
環
境
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
。

第
４
回
定
例
会　
　

　
　
　
　
　
の
予
定

〇
12
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
開　
　
会

〇
12
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
一
般
質
問

〇
12
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

総
括
質
疑

　
　
　
　
　
　

討
論
、
採
決

　
　
　
　
　
　

閉
会

　

12
月
議
会
の
日
程
は
、
議

会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
正

式
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

開
催
日
程
、
一
般
質
問
の

議
員
氏
名
、
質
問
事
項
に
つ

い
て
は
町
防
災
無
線
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で

の
日
程
で
行
わ
れ
、
上
程
さ
れ
た
議
案
25
件
（
決
算
・
補

正
予
算
）
、
人
事
案
６
件
、
議
員
発
議
と
し
て
提
出
さ
れ

た
意
見
書
案
１
件
は
、
審
議
の
結
果
、
議
員
全
員
賛
成
に

よ
り
可
決
、
認
定
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。　

　
な
お
、
初
日
に
は
、
東
條
町
長
が
12
月
３
日
執
行
予
定

の
町
長
選
挙
へ
の
出
馬
を
正
式
に
表
明
し
て
い
ま
す
。　

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
執
行
部
に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
の
内
容
は
６
ペ
ー
ジ
か
ら
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
）

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
決
算
を
除
い
た
主
な
議
案
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
場
見
学（
９
月
21
日
）　

　
▽
西
海
小
学
校
２
学
年

　　　　　　　　積み立て

ふるさと納税

３期目に向けて立候補を表明
する東條町長　　　　　　　

傍聴に　
お越し　
ください
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決
算
審
査
意
見
〈
一
部
抜
粋
〉　　
　

　
　
～
新
庁
舎
建
設
に
向
け
的
確
な
財
政
運
営
を
～

●
国
保
特
別
会
計
決
算

Ｑ　

平
成
30
年
度
か
ら
国
保

制
度
の
運
営
が
県
へ
移
行
す

る
が
、
今
後
の
見
通
し
と
保

険
税
の
変
動
は
。

Ａ　

健
康
ほ
け
ん
課
長

　

制
度
移
行
後
、
町
は
県
が

算
定
し
た
納
付
金
を
支
払
う
。

被
保
険
者
は
保
険
証
や
納
付

方
法
な
ど
今
ま
で
ど
お
り
変

わ
ら
な
い
が
、
将
来
的
に
県

内
同
税
率
の
運
営
と
な
る
方

向
で
あ
る
。（
保
険
料
は
町

が
納
付
金
や
保
険
料
率
を
基

に
決
定
）

　

現
在
、
当
町
の
保
険
税
は

県
平
均
よ
り
い
く
ら
か
高
い
。

制
度
移
行
後
の
額
に
つ
い
て

は
、
県
で
様
々
な
要
素
を
加

味
し
保
険
税
を
算
定
中
で
あ

る
が
、
極
端
に
高
く
な
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

Ｑ　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

市
町
村
へ
の
介
護
保
険
の
負

担
金
割
合
が
増
え
る
と
思
う

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ　

健
康
ほ
け
ん
課
長　

　

高
齢
化
の
波
は
抑
え
ら
れ

ず
、
保
険
料
の
抑
止
の
た
め

町
で
は
介
護
予
防
に
力
を
入

れ
、
各
地
区
に
お
い
て
運
動

な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
来
年
度
の
保

険
料
は
県
内
市
町
村
若
干
上

が
る
動
き
も
あ
る
が
、
介
護

予
防
事
業
に
力
を
注
い
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
一
般
会
計
決
算
以
外
の
議

案
に
つ
い
て
、
各
所
管
の
常

任
委
員
会
で
審
議
し
ま
し
た

○
公
共
下
水
道
特
別
会
計

�

　
　
　
　
　
　

補
正
予
算

Ｑ　

採
算
が
取
れ
な
い
事
業

で
加
入
者
の
増
加
を
見
込
め

な
い
と
思
う
が
、
今
後
の
工

事
計
画
予
定
は
。

Ａ　

水
道
課
長

　

現
時
点
で
は
平
成
32
年
度

ま
で
の
計
画
で
あ
る
。

　

い
ま
、
浜
町
地
区
の
整
備

中
の
た
め
、
今
後
、
地
区
住

民
へ
加
入
調
査
を
実
施
し
て

い
く
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の

決
算
を
見
る
と
、
歳
入
で
は

町
税
が
収
入
増
と
な
っ
た
が
、

不
納
欠
損
額
も
増
加
。
う
ち

固
定
資
産
税
が
そ
の
半
分
以

上
を
占
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
税
の
収
入
未
済

額
に
つ
い
て
は
減
少
し
た
も

の
の
７
５
０
２
万
円
で
あ
り
、

今
後
も
適
切
な
措
置
を
講
じ
、

未
収
金
の
解
消
に
尚
一
層
の

努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附

金
）
は
、
１
億
２
３
２
７
万

円
と
大
幅
に
増
加
し
た
。
今

後
と
も
そ
の
使
途
に
お
い
て

有
効
な
事
業
へ
充
当
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

歳
出
で
は
、
公
債
費
の
負

担
割
合
も
改
善
し
つ
つ
あ
る

が
、
年
度
末
の
起
債
残
高
は

１
０
１
億
９
２
０
４
万
円
を

有
し
、
未
だ
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

町
で
は
、
新
庁
舎
建
設
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
役
場

庁
舎
の
移
転
、
新
築
の
具
体

的
検
討
に
着
手
し
て
い
る
が
、

建
設
に
当
た
り
、
有
利
な
起

債
を
活
用
す
る
と
は
い
え
、

将
来
的
に
財
政
の
硬
直
化
を

招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
的
確

な
財
政
運
営
計
画
の
も
と
、

引
き
続
き
経
費
削
減
の
た
め

事
務
事
業
の
見
直
し
、
町
債

発
行
の
抑
制
、
定
員
管
理
の

適
正
化
等
、
徹
底
し
た
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

【
要
望
】
公
共
施
設
の
適
正

管
理
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

　

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の

検
討
と
並
行
し
、
住
民
が
使

用
す
る
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
か
な
い
よ
う
優
先
順
位

等
を
考
慮
し
、
適
正
管
理
の

た
め
財
源
の
裏
付
け
等
、
将

来
的
な
方
向
性
を
早
期
に
示

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た

　
　
議
案
の
審
議
内
容
９月
13日

●
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
〔
東
條
一
彦
委
員
長
〕

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
〔
鶴
田
悦
子
委
員
長
〕

＜決算審査とは＞

　毎会計年度、会計管理者、

公営企業管理者等が調製し

た決算その他の関係諸表に

ついて町長からの審査依頼

を受け、予算の執行、また

は事業の経営が適正かつ効

率的に行われているかにつ

いて審査するもので、意見

書は監査委員の合議により

作成されます。

集会所などに集まり、体操やゲーム
などで介護予防へ　　　　　　　　

整備が進められている浜町地区

決算審査の様子　　　　　　　　　　　
（左） 渋谷監査委員、 （右） 増田監査委員
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風
車
建
設
に
対
し
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

 

答
〈
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
早
急
に
制
定
〉

問
・
我
が
町
に
も
風
力
発
電

の
建
設
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
隣

住
民
は
、
音
や
陰
、
ま
た
電

磁
波
の
影
響
が
な
い
か
と
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
不
安
を
取
り
除
く

た
め
に
も
、
風
力
発
電
建
設

に
つ
い
て
町
独
自
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
早
期
に
制
定
し
な

い
の
か
町
長
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
・
佐
藤
副
町
長

　

い
ろ
い
ろ
と
懸
念
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
、
急
速
に
設

置
が
進
ん
で
い
る
小
型
風
力

発
電
に
特
化
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
早
急
に
制
定
す
べ
く

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

10
月
中
に
は
、
公
表
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
早

期
制
定
を

問
・
実
際
家
の
目
の
前
に
風

車
を
建
て
ら
れ
て
、
誰
が
建

て
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
町

民
は
、
不
安
を
抱
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
早
く
対
応
で
き
な
い

の
か
と
、
い
ろ
い
ろ
な
不
満

が
出
て
い
ま
す
。
町
民
の
安

心
、
安
全
を
守
る
た
め
に
も

し
っ
か
り
と
し
た
施
策
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
弁
・
東
條
町
長

　

非
常
に
困
っ
て
い
る
の
は

事
実
で
す
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

法
的
に
止
め
る
権
利
は
な
い

の
で
、
そ
れ
（
小
型
風
車
建

設
）
を
止
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
た

の
で
風
車
が
建
て
ら
れ
な
い

か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
今
ま

で
ど
お
り
建
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

意
見
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

り
規
制
を
す
れ
ば
、
そ
れ
な

り
の
効
果
が
出
て
く
る
の
で

す
。
何
も
規
制
が
な
い
か
ら
、

民
家
の
目
の
前
に
建
て
て
い

る
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
現
状
を
踏
ま
え

て
、
し
っ
か
り
仕
事
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

観
光
の
目
玉
と
し
て

山
車
展
示
の
考
慮
を

問
・
白
八
幡
宮
大
祭
の
山
車

を
観
光
の
目
玉
と
し
て
海
の

駅
や
Ｊ
Ｒ
の
駅
付
近
な
ど
に

展
示
で
き
な
い
も
の
か
、
ま

た
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
拠

点
館
の
冬
の
広
場
な
ど
に
保

管
も
兼
ね
て
展
示
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
な
い
も
の
か
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
・
佐
藤
副
町
長

　

山
車
の
所
有
権
は
町
内
会

が
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
町
内
会
が
誇
り
を
持
っ
て

保
存
、
伝
承
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
町
内
会
の
合
意

形
成
が
大
前
提
と
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
動
向
を
見
き
わ

め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

拠
点
館
の
展
示
に
つ
い
て

は
、
山
車
を
館
内
に
入
れ
る

に
は
、
高
さ
や
幅
の
面
で
入

ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
り
、
玄
関
ド
ア
等
の
施
設

の
改
修
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

財
政
的
な
問
題
も
含
め
て
、

優
先
順
位
と
な
り
得
る
の
か

調
べ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

あ
じ
バ
ス
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
の
機
械
化
は

問
・
あ
じ
バ
ス
が
春
か
ら
運

行
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
般
利

用
者
の
数
の
推
移
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁
・
小
笠
原
政
策
推
進
課

長
　

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５

カ
月
で
、
月
平
均
が
１
７
７

７
人
で
す
。
こ
れ
を
12
カ
月

単
純
に
掛
け
る
と
年
間
で
２

万
１
３
０
０
人
を
超
え
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

参
考
ま
で
に
、
最
近
で
一

番
多
い
年
が
平
成
25
年
度
で
、

こ
の
と
き
で
も
１
万
９
８
０

０
人
で
あ
り
、
２
万
人
を

割
っ
て
い
ま
す
。

問
・
先
般
の
高
校
生
模
擬
議

会
で
、
あ
じ
バ
ス
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、

機
械
化
し
て
は
と
い
う
提
案

が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
る
気

は
あ
る
の
か
、
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

答
弁
・
小
笠
原
政
策
推
進
課

長
　

当
面
は
乗
務
員
の
指
導
等

に
よ
っ
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
改

善
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
な
お
機
械
化

に
よ
る
対
応
し
か
改
善
策
が

な
い
と
い
う
と
き
に
は
、
機

械
化
に
向
け
た
対
応
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の

機
械
化
の
導
入
経
費
な
ど
に

つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
齋
藤
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

◆
今
年
の
農
作
物
の
生
育
状

況
に
つ
い
て　

�

　
　

一
般
質
問
　

９
月
定
例
会
で
は
、
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
本
ペ
ー
ジ

か
ら
９
ペ
ー
ジ
ま
で
掲
載
し
ま
す
。

県内でも小型風車の建設が急増

齋藤　孝夫議員
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若
い
世
代
に
住
宅
供
給
を

 

答
〈
町
営
住
宅
に
優
先
し
て
入
居
で
き
る
よ
う
努
力
〉

問
・
全
国
で
も
青
森
県
、
特

に
日
本
海
側
は
風
力
発
電
に

適
し
て
い
る
場
所
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
12
月
議
会
で
特

別
目
的
会
社
を
設
立
し
、
風

力
発
電
事
業
に
参
入
す
る
計

画
は
な
い
か
と
質
問
し
ま
し

た
が
、
そ
の
と
き
の
答
弁
で

は
、
今
は
考
え
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
考
え

は
、
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁
・
佐
藤
副
町
長

　

質
問
の
趣
旨
は
、
町
が
独

自
に
自
主
財
源
を
確
保
し
た

ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
観
点
か
ら
の
も
の
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
を
確
保
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
地
域

風
力
発
電
事
業
に
参

入
す
る
考
え
は

活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
風
力
発
電
事

業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

町
と
し
て
も
多
額
の
初
期
投

資
も
当
然
必
要
と
な
る
と
と

も
に
、
そ
の
実
質
的
な
財
政

効
果
が
い
つ
あ
ら
わ
れ
る
の

か
、
ま
た
長
期
的
視
点
で
あ

る
が
ゆ
え
に
不
確
定
な
要
素

も
あ
り
、
大
き
な
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
町
が
今

取
り
組
む
べ
き
課
題
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
果
た
し
て
今
、
優

先
し
て
行
う
べ
き
事
業
な
の

か
と
言
え
ば
、
現
時
点
で
は

す
ぐ
手
を
つ
け
る
よ
う
な
事

業
で
は
な
い
の
で
は
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
町
が
風
力

発
電
事
業
に
乗
り
出
す
こ
と

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
12
月

議
会
で
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

ま
だ
そ
の
考
え
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
こ
の
場
で
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
・
環
境
へ
の
配
慮
が
し
っ

か
り
し
た
も
の
や
、
住
宅
に

近
い
場
所
で
な
け
れ
ば
、
民

間
事
業
者
が
当
町
に
風
力
発

電
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
町
で
は
歓
迎
し
ま

す
か
、
し
ま
せ
ん
か
。

答
弁
・
佐
藤
副
町
長

　

小
型
と
違
っ
て
大
規
模
の

場
合
は
、
い
ろ
い
ろ
な
環
境

ア
セ
ス
や
県
へ
の
承
認
届
け

出
等
が
必
要
な
も
の
と
思
い

ま
す
し
、
町
と
協
議
す
る
場

合
は
、
地
域
貢
献
策
を
具
体

的
に
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
時
点
で
は
、
個
々

の
業
者
の
考
え
方
や
対
応
を

聞
い
た
上
で
の
対
応
が
必
要

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
町
営
住
宅
の

建
設
予
定
は

問
・
今
後
、
町
営
住
宅
の
建

設
予
定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
か
ら
町

営
住
宅
を
も
っ
と
増
や
し
て

ほ
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
若
い
世
代

の
声
を
町
で
は
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁
・
佐
藤
副
町
長

①
町
営
住
宅
の
建
設
予
定
に

つ
い
て

　

町
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

舞
戸
地
区
を
中
心
に
５
つ
の

団
地
64
棟
１
６
１
戸
の
町
営

住
宅
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
効
率
的
な

管
理
を
図
る
た
め
町
の
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
、
町

総
合
計
画
を
も
と
に
計
画
的

な
運
用
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
舞
戸
地
区
の
鳴
戸

団
地
に
２
棟
４
戸
の
建
て
替

え
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
傷
み
が
激
し
く
、

対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
る

舞
戸
地
区
の
大
鳴
戸
団
地
の

整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

②
若
い
世
代
の
声
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
る
か
に
つ
い
て

　

町
営
住
宅
は
、
公
営
住
宅

法
に
よ
り
国
の
補
助
を
受
け

て
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
住

居
に
困
窮
し
て
い
る
低
所
得

者
に
低
廉
な
家
賃
で
住
ま
い

を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
を

一
番
の
大
き
な
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
若
者
の
定
住

促
進
を
目
的
と
し
た
住
宅
等

と
は
違
い
ま
す
が
、
入
居
に

当
た
っ
て
は
、
若
い
世
代
や

子
育
て
世
帯
の
方
々
の
入
居

申
し
込
み
に
つ
い
て
そ
の
内

容
等
を
よ
く
確
認
し
、
優
先

し
て
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

意
見
・
若
者
の
定
住
と
い
う

観
点
か
ら
は
、
若
い
人
が
入

り
や
す
い
住
宅
、
例
え
ば
集

合
住
宅
な
ど
と
い
っ
た
も
の

も
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

鰺
ヶ
沢
町
で
は
、
若
者
の

定
住
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

そ
の
中
に
は
当
然
若
い
人
が

住
む
と
こ
ろ
も
含
ま
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

柔
軟
な
対
応
を
し
て
、
町
で

は
若
い
世
代
の
こ
と
も
し
っ

か
り
考
え
て
い
る
と
い
う
と

こ
ろ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

昭和50年代に建設された大鳴戸団地

東條　一彦議員
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地
域
商
社
で
生
産
者
の
流
通
経
路
を

 

答
〈
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
販
売
拡
大
を
検
討
〉

問
・
町
の
地
方
創
生
プ
ラ
ン

に
、
地
域
商
社
を
設
立
し
、

物
産
等
の
販
売
に
努
め
る
と

い
っ
た
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
業
の
進
捗
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
町
で
は
、

今
後
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
お
答
え
願
い
ま
す
。

答
弁
・
小
笠
原
政
策
推
進
課
長

　

地
域
商
社
は
、
未
知
の
部

分
も
多
い
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー

等
に
参
加
し
学
習
を
重
ね
る

と
と
も
に
、
地
元
の
関
係
団

体
か
ら
の
情
報
収
集
を
行
っ

て
、
こ
の
町
に
見
合
っ
た
商

社
の
青
写
真
を
描
く
べ
く
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
導
き
出
さ
れ

た
方
向
性
と
し
て
は
、
将
来

的
に
は
独
立
採
算
制
の
経
営
、

地
域
商
社
の
進
捗
状

況
は

民
間
企
業
へ
の
移
行
を
基
本

と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

不
確
定
な
要
素
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
商
社
ス
タ
ー
ト

時
点
で
は
、
大
き
な
施
設
の

整
備
、
加
工
場
な
ど
は
伴
わ

な
い
よ
う
な
必
要
最
小
限
の

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
地
域
商
社

は
、
当
面
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
付
の
受
け
付
け
と
お
礼

品
発
送
の
仕
組
み
を
参
考
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
地
域
産
品
の
販
売
拡
大
に

軸
足
を
置
い
た
も
の
と
し
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

意
見
・
生
産
者
が
物
品
を
加

工
し
て
商
品
に
し
、
そ
れ
を

流
通
に
乗
せ
る
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
生
産
者
に
頼
っ
て
い

い
の
か
と
い
う
の
が
、
私
の

考
え
で
す
。

　

い
い
加
工
品
を
売
っ
て
あ

げ
る
場
所
、
売
っ
て
あ
げ
る

セ
ク
シ
ョ
ン
が
な
い
と
、
な

か
な
か
所
得
の
向
上
に
は
つ

な
が
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
次
産
業
の
方
々
が
大
い

に
期
待
し
て
い
る
事
業
で
す

の
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
が
急
務
で
は

問
・
今
後
の
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
を
想
定
し
た
新
た

な
町
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
町
の
考
え
は
ど
う
か
、

お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁
・
東
條
町
長

　

人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢

化
は
、
間
違
い
な
く
進
む
も

の
で
あ
り
、
対
応
は
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
町

の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

計
画
性
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答
弁
・
小
笠
原
政
策
推
進
課
長

　

町
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
は
第
５
次
町
総
合
計
画
、

ま
た
、
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
に
特
化
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
は
間
違
い
な
く
進

ん
で
い
く
も
の
で
あ
り
、
い

ず
れ
近
い
将
来
、
そ
の
対
応

に
迫
ら
れ
る
こ
と
は
疑
い
の

余
地
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
他
市
町
村
の

事
例
等
を
調
査
す
る
な
ど
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
、
そ
の
対
応
策
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方

向
性
を
事
務
レ
ベ
ル
で
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
・
特
に
広
い
行
政
区
を
持

つ
当
町
に
お
い
て
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
、
各
種
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
、
交
付
税
の
減
少
と

い
っ
た
観
点
か
ら
近
い
将
来
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
残
し

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
の
か
、
片
や
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
推
し
進
め

る
の
か
、
そ
う
遠
く
な
い
将

来
、
大
き
な
決
断
が
迫
ら
れ

る
時
が
来
ま
す
。

　

今
か
ら
あ
る
程
度
の
調
査
、

検
討
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
町
の
考
え
は
ど
う
か
お

聞
き
し
ま
す
。

答
弁
・
東
條
町
長

　

行
政
区
域
が
広
く
、
山
間

部
に
小
さ
な
集
落
が
数
多
く

点
在
し
て
い
る
の
が
、
当
町

の
特
性
で
も
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に

つ
い
て
は
、
効
率
的
な
行
財

政
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁
・
小
笠
原
政
策
推
進
課
長

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
は
、

町
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い

て
も
大
き
な
柱
と
し
て
検
討

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
理
解
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
心
市
街
地
に

居
住
を
誘
導
す
る
際
に
は
、

住
民
の
意
向
を
確
認
し
、
行

政
か
ら
の
押
し
つ
け
、
小
集

落
の
切
り
捨
て
に
な
ら
な
い

よ
う
住
民
の
理
解
を
得
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
医
療
、
介
護
、
福

祉
の
面
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
コ
ン
パ

ク
ト
化
は
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
情
報
収
集
、

調
査
、
検
討
に
着
手
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
長
谷
川
議
員
は
こ
の
ほ
か

に
次
の
よ
う
な
質
問
を
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

◆
風
力
発
電
に
お
け
る
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て　

長谷川統一議員

ふるさと納税のお礼品の一部
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健
康
相
談
で
意
識
改
革
を

 

答
〈
毎
月
１
日
を
健
康
の
日
と
定
め
事
業
を
実
施
〉

問
・
過
去
５
年
間
の
年
度
別
、

男
女
別
の
健
康
相
談
の
件
数

と
内
容
、
ま
た
、
健
康
相
談

を
し
て
気
に
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

答
弁
・
加
藤
健
康
ほ
け
ん
課

長①
健
康
相
談
の
件
数
と
内
容

に
つ
い
て

　

過
去
５
年
で
は
、
年
平
均

66
回
開
催
し
て
お
り
、
参
加

し
て
い
る
方
は
延
べ
４
８
０

名
ほ
ど
い
ま
す
。

　

男
女
別
で
は
、
残
念
な
が

ら
男
性
が
少
な
く
て
約
５

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

内
容
は
参
加
者
全
員
に
対

し
て
生
活
習
慣
、
高
血
圧
や

糖
尿
病
対
策
な
ど
の
健
康
教

健
康
相
談
の
件
数
と

内
容
は

育
を
行
っ
た
後
、
血
圧
測
定

を
行
い
、
個
々
に
応
じ
た
相

談
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て
は
、

骨
密
度
、
体
組
成
な
ど
も
測

定
し
て
お
り
、
そ
れ
の
保
健

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
毎
月

１
日
を
あ
じ
が
さ
わ
健
康
の

日
と
定
め
て
お
り
、
こ
の
と

き
に
実
施
し
て
い
る
お
手
軽

元
気
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、

血
圧
の
ほ
か
骨
密
度
、
体
組

成
な
ど
を
測
定
し
て
、
そ
の

結
果
を
も
と
に
食
生
活
や
運

動
な
ど
と
い
っ
た
指
導
、
健

康
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

②
健
康
相
談
を
し
て
気
に
か

か
る
点
に
つ
い
て

　

各
地
区
に
保
健
師
が
出
向

い
て
健
康
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
参
加
者
も
高
齢

化
し
て
き
て
お
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
、
継
続
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
出
て

き
て
い
ま
す
。

　

来
る
方
も
場
所
に
よ
っ
て

は
、
同
じ
顔
ぶ
れ
、
固
定
化

し
て
い
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
町
内
会
、
会
社
な
ど
か

ら
健
康
相
談
の
要
望
も
い
た

だ
い
て
お
り
、
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
件
数

は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

意
見
・
青
森
県
は
健
康
寿
命

が
非
常
に
低
い
。
最
下
位
に

近
い
。
中
で
も
鰺
ヶ
沢
と
い

う
こ
と
で
、
町
長
が
健
康
の

日
ま
で
設
け
て
実
施
し
て
お

り
、
確
か
に
効
果
は
上
が
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
相
談
は
、
生
活
の
中

に
食
事
、
運
動
、
物
の
考
え

方
な
ど
の
意
識
を
持
た
せ
る

こ
と
が
大
事
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

小
中
学
校
の
健
康
教

育
の
内
容
は

問
・
小
中
学
校
の
健
康
教
育

は
、
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
。

答
弁
・
加
藤
健
康
ほ
け
ん
課

長
　

昨
年
度
は
、
小
学
生
を
対

象
に
８
回
、
中
学
生
を
対
象

に
９
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
小
学
校
、
中

学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
し

た
栄
養
教
室
、
親
子
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
を
各
２
回
ず
つ

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
親
子
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
学
生
生
活
習
慣
病

検
診
の
結
果
、
余
り
い
い
数

字
が
出
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

正
し
い
健
康
教
育
の
啓
蒙
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
喫
緊
の

課
題
と
捉
え
、
そ
の
推
進
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
健
や
か
隊
員

育
成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
小
学
校
、
中

学
校
の
先
生
方
を
対
象
に
受

講
し
て
も
ら
い
、
今
後
、
授

業
な
ど
に
生
か
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
い
う
こ
と
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
生
徒
に
対
し
て

は
、
弘
前
大
学
と
連
携
し
、

中
路
先
生
の
授
業
も
含
め
た

健
康
に
関
す
る
授
業
を
５
日

間
、
６
時
限
に
わ
た
っ
て
実

施
す
る
予
定
で
す
。

答
弁
・
神
教
育
長

　

学
校
の
保
健
教
育
が
若
干

手
薄
な
の
で
は
な
い
の
か
と

い
う
鶴
田
議
員
か
ら
の
ご
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
、

小
中
学
校
で
は
保
健
教
育
、

安
全
教
育
、
食
育
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

20
年
、
30
年
先
の
子
供
、

生
徒
た
ち
の
姿
を
想
定
し
な

が
ら
健
康
教
育
の
授
業
に
つ

い
て
時
間
を
取
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

鶴田　悦子議員

健やか隊員育成講座で学校生活においての健康づくりについて
意見を交わす小、中学校の先生方　　　　　　　　　　　　　
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意
見
交
換
会
に
は
、
町
議

員
８
人
、
地
婦
連
か
ら
15
人
、

町
職
員
９
人
が
参
加
。

　

青
森
中
央
学
院
大
学
佐
藤

淳
准
教
授
が
進
行
を
務
め
、

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
席
替
え

を
し
な
が
ら
テ
ー
ブ
ル
ご
と

に
話
し
合
う
、
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
佐
藤
准
教
授
が

指
導
す
る
経
営
法
学
部
の
学

生
９
人
も
参
加
。
５
～
６
人

ず
つ
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
互
い
に
緊
張
が

あ
っ
た
も
の
の
、
時
間
が
進

む
に
つ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
で

は
参
加
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
、
思
い
を
熱
く
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

町
議
会
と
し
て
、
こ
の
よ

う
に
町
民
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲

み
、
町
の
現
状
と
将
来
に
つ

い
て
話
し
合
う
の
は
今
回
が

初
め
て
で
あ
り
、
町
に
つ
い

て
の
率
直
な
思
い
や
意
見
、

議
会
に
対
す
る
考
え
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
町
議
会
で
は
町

民
の
い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ

と
意
見
交
換
会
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

地
婦
連
か
ら
は
、
以
前
か

ら
町
や
町
議
会
と
話
し
合
う

場
を
検
討
し
て
い
た
が
、
今

回
実
現
と
な
り
、
普
段
心
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
議

員
の
ほ
か
に
町
職
員
や
学
生

と
接
し
、
幅
広
い
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
勉
強
と
な
っ

た
、
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

町
を
も
っ
と
よ
く
し
た
い
、

元
気
に
し
た
い
と
い
う
参
加

者
の
気
持
ち
は
み
な
同
じ
で

あ
り
、
意
見
交
換
会
を
一
度

で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

今
後
も
継
続
し
、
話
し
合
う

場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

町
議
会
と
し
て
、
受
け
止

め
た
町
民
の
声
を
い
か
に
町

政
へ
届
け
て
い
く
か
が
今
後

の
課
題
で
す
。

　

住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
、
議
員
間
で
討
議
し
な
が

ら
政
策
提
言
へ
繋
げ
ら
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
議
会
活
性

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

各グループに議員１人、地婦連１～２人、町職員、学生が１人ずつ入り、
それぞれの思い、意見を話し模造紙に書いていく　　　　　　　　　　　

町議会×地婦連　意見交換会 ╲かっちゃのパワー／

女性の活躍で 元気な町へ

参加者が話された意見等
（役場３階議員控室の前に掲示しています）

　

10
月
24
日
、
町
議
会
で
は
鰺
ヶ
沢
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

（
水
口
優
子
会
長
・
以
下
、「
地
婦
連
」）と
「
女
性
が
活
躍
す
る
鰺
ヶ

沢
町
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
交
換
会
は
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
（
長
谷
川
統
一
委

員
長
）
が
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
町
民
と
の
交

流
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
民
意
を
把
握
し
、
政
策
形
成
過
程
の

積
極
的
な
関
与
を
目
指
す
た
め
地
婦
連
と
の
共
催
で
開
催
し
た
も
の

で
す
。

＜テーマ＞
①鰺ヶ沢町の女性の誇りに思う
ところ、残念に思うところは？

②20年後、鰺ヶ沢町では女性
が大活躍。どのようになってい
ますか。

③20年後のありたい未来（女
性が大活躍する鰺ヶ沢町）を実
現するために、今日からどんな
一歩を踏み出しますか？
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◎
地
婦
連

　

鰺
ヶ
沢
町
を
良
く
す
る

た
め
に
今
日
話
し
合
え
た

こ
と
は
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
う
。
も
っ
と
、
町
の

良
い
と
こ
ろ
を
（
農
業
に

従
事
し
て
い
る
の
で
）
農

業
か
ら
、
県
外
の
方
へ
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

◎
地
婦
連

　

年
齢
、
職
種
の
違
っ
た

人
た
ち
と
町
の
発
展
に
つ

い
て
、
こ
ん
な
に
楽
し
く

語
り
、
ま
じ
め
に
考
え
さ

せ
ら
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。

　

町
議
員
が
今
後
ど
の
よ

う
に
町
民
を
導
い
て
く
れ

る
の
か
大
い
に
期
待
す
る
。

　

今
後
の
町
の
発
展
は
女

性
の
力
と
言
わ
れ
る
よ
う

今
か
ら
で
も
頑
張
り
た
い
。

○
議
員

　

町
を
心
配
し
、
自
分
の

将
来
を
ど
う
な
る
の
か
考

え
る
人
、
考
え
な
い
人
に

は
非
常
に
差
が
あ
る
。
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
、
勉
強

に
な
っ
た
と
思
う
。

○
議
員

　

昔
も
今
も
女
性
は
強
い
。

次
々
と
意
見
が
出
る
が
、

テ
ー
マ
か
ら
外
れ
な
い
よ

う
注
意
し
て
話
す
こ
と
も

必
要
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、

ぜ
ひ
続
け
て
い
き
た
い
。

□
町
職
員

　

世
代
間
の
つ
な
が
り
が

大
事
だ
と

感
じ
た
。

女
性
が
活

躍
す
る
と

い
う
テ
ー

マ
だ
が
、

結
果
的
に

女
性
が
活

躍
す
る
と
、

町
が
も
っ

と
良
く
な
る
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
く
と
思
う
。

□
町
職
員

　

地
婦
連
の
意
見
が
町
に

な
か
な
か
取
り
入
れ
ら
れ

な
い
の
が
実
情
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
議
員
の
方
に

と
っ
て
耳
が
痛
い
意
見
も

あ
っ
た
と
思
う
。

◆
学
生

　

み
な
さ
ん
が
鰺
ヶ
沢
町

を
も
っ
と
よ
く
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
意
見
交

換
会
を
た
く
さ
ん
や
っ
て

い
け
ば
い
い
と
思
う
。

◆
学
生

　

外
か
ら
の
目
線
か
ら
見

る
と
、
話
合
い
の
場
が
今

ま
で
な
く
、
今
回
参
加
者

の
本
音
、
意
見
が
聞
け
た

と
思
う
。

　

行
政
、
議
会
は
対
等
な

立
場
で
そ
の
声
を
拾
っ
て

話
し
合
う
場
が
必
要
だ
と

思
う
。

【鰺ヶ沢町の女性の誇りに思うところ】
・かっちゃは働き者　　　・我満強い　
・一次産業の引き継ぎを頑張っている
・地婦連が活発で元気（60、70代）
・女性が強い　　　　　　・人情深い

【鰺ヶ沢町の女性の残念に思うところ】
・人口減少、少子高齢化　
・働く場所がない
・世代の繋がりが弱い　　　・男女不平等
・30、40代の声が聞こえない

【20年後の鰺ヶ沢町では女性が大活躍！】
どのようなになっていますか

・女性の意見を聞き、取り入れる　　　　　　　　・若い人、女性が多い
・働く人はみんな鰺ヶ沢へ　　　　　　　　　　　・町長も女性　　・女性の管理職がいる
・働き口、農業女性が主体となって担う　　　　　・町会議員の半数が女性
・女性の発想で町おこしをしているといいな～　　・女性の収入が増えている！
・６次産業の発展→他地域と共同【橋渡しを女性が担う】

意見交換会に
参加して
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平成29年議会行政視察日程
◇10月１日（日）　
　東京鰺ヶ沢会総会交流会（四谷　スクワール麹町）

◇10月２日（月）
　光が丘地区との意見交換会（光が丘区民センター）

　

今
回
の
視
察
研
修
に
は
、

12
名
の
議
員
全
員
が
参
加
し

た
。

　

10
月
１
日
、
一
行
は
、
朝

６
時
に
役
場
前
を
バ
ス
で
出

発
。

　

新
青
森
駅
か
ら
新

幹
線
で
一
路
東
京
へ

向
か
い
、
四
谷
で
行

わ
れ
た
東
京
鰺
ヶ
沢

会
に
参
加
し
た
。

　

東
京
鰺
ヶ
沢
会
に

議
会
と
し
て
参
加
す

る
の
は
、
15
年
ぶ
り

で
あ
る
。

　

当
日
は
、
秋
元
謙

治
会
長
は
じ
め
会
員

ら
１
１
０
名
が
参
加
。

　

出
席
し
た
東
條
町

長
ら
町
職
員
、
商
工

会
役
員
、
我
々
議
員

ら
と
会
員
と
が
ふ
る

さ
と
鰺
ヶ
沢
に
つ
い

て
語
り
、
談
笑
し
た
。 　

東
京
鰺
ヶ
沢
会
で
は
、
秋

元
会
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
活
発
に
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
会
員
が
固

定
化
し
、
若
い
人
の
加
入
が

少
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る

よ
う
だ
。

　

翌
日
、
一
行
は
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、

練
馬
区
光
が
丘
地
区
に
向
か

っ
た
。

　

は
じ
め
に
バ
ス
で
光
が
丘

公
園
の
外
周
を
走
り
、
団
地

な
ど
の
街
並
み
を
見
学
し
た
。

　

私
が
驚
い
た
の
は
、
緑
あ

ふ
れ
る
街
で
、
街
路
樹
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
、
公
園
も
整

理
整
頓
さ
れ
ゴ
ミ
や
落
ち
葉

な
ど
も
な
く
、
街
ぐ
る
み
で
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
感
じ
た
。

　現在、鰺ヶ沢町は光が丘地区と地域
間交流を行っているが、その発端は、
鳴沢まちづくり委員会が首都圏で農産
物などの地場産品を販売する計画を立
て、その販売場所の調査を東京鰺ヶ沢
会秋元会長に依頼したことがきっかけ
となったようだ。
　依頼を受けた秋元会長は、光が丘の
イベントに赴き、偶然、同地区連合協
議会の高橋会長、阿瀬見副会長と懇意
を得、それを契機に交流がスタート。

　平成24年に鳴
沢地区まちづくり
委員会が光が丘公
園で行ったりんご
即売会を皮切りに現在まで鳴沢地区等
の物産販売、光が丘地区の方々の鰺ヶ
沢町ツアーが行われているほか、平成
27年には、同地区にあるアオバジャ
パン・インターナショナルスクールの
子供たちが修学旅行として鰺ヶ沢を訪
れるなど活発な交流を続けている。

　

町
議
会
で
は
、
今
年
度
の
視
察
研
修
と
し
て
10
月
１
日

に
東
京
鰺
ヶ
沢
会
へ
の
出
席
、
翌
２
日
に
は
当
町
と
地
域

間
交
流
を
行
っ
て
い
る
東
京
都
練
馬
区
光
が
丘
地
区
と
の

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
模
様
を
今
議
員
が
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

東
京
鰺
ヶ
沢
会
　

　
総
会
・
交
流
会

故
郷
で
つ
な
が
る

鰺
ケ
沢
を
元
気
に

光
が
丘
地
区
と
の

　
　
意
見
交
換
会

絆
を
深
め
　
　
　
　

人
と
人
と
の
交
流
へ

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

�

↖

Ｒｅｐｏｒｔｅｐｏｒｔ

議員行政視察議員行政視察

交流会で乾杯の挨拶をする一戸議長

会員との久しぶりの再会を喜ぶ議員

東京鰺ヶ沢会
秋元会長

【光が丘との交流経緯】
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地
区
住
民
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
運
営

　

こ
の
後
は
、
光
が
丘
区
民

セ
ン
タ
ー
で
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、
光
が

丘
地
区
連
合
協
議
会
の
高
橋

会
長
は
じ
め
阿
瀬
見
副
会
長
、

同
協
議
会
役
員
の
ほ
か
練
馬

区
議
会
副
議
長　

酒
井
妙
子

氏
に
出
席
い
た
だ
い
た
。

　

ま
ず
、
高
橋
会
長
が
練
馬

区
と
鰺
ヶ
沢
町
と
の
比
較
に

つ
い
て
、
練
馬
区
は
23
区
で

も
面
積
は
広
い
ほ
う
だ
が

鰺
ヶ
沢
の
面
積
の
13
パ
ー
セ

ン
ト
し
か
な
い
こ
と
。
ま
た
、

両
地
区
と
も
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
高
齢
化
率
は

鰺
ヶ
沢
町
の
34
パ
ー
セ
ン
ト

に
対
し
、
光
が
丘
が
27
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

話
し
、
少
子
高
齢
化
対
策
の

た
め
に
も
地
域
間
交
流
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の

考
え
を
説
い
て
い
た
。

　

ま
た
、
練
馬
区
に
掛
け
合

い
、
公
園
の
清
掃
を
業
者
委

託
か
ら
地
区
住
民
へ
の
委
託

と
す
る
こ
と
と
し
、
委
託
を

受
け
た
地
区
住
民
が
清
掃
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
を
例
に

挙
げ
、
高
齢
者
を
弱
者
と
と

ら
え
る
の
で
は
な
く
、
１
日

に
１
時
間
で
も
２
時
間
で
も

働
く
場
を
設
け
る
こ
と
が
高

齢
者
の
い
き
が
い
に
つ
な
が

る
と
話
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
少
子
高
齢
化
に
よ

る
税
収
減
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
行
政
と
地
区
住
民
の

協
働
の
活
動
が
必
要
で
あ
り
、

街
づ
く
り
に
は
区
民
参
加
が

不
可
欠
と
話
し
て
い
た
。

　

最
後
に
鰺
ヶ
沢
町
の
皆
さ

ん
が
、
光
が
丘
地
区
に
来
た

際
に
は
、
練
馬
区
の
税
収
は

減
る
が
、
鰺
ヶ
沢
町
に
対
す

る
ふ
る
さ
と
納
税
を
ど
ん
ど

ん
宣
伝
し
て
ほ
し
い
と
話
し

て
い
た
。

�

〈
14
ペ
ー
ジ
に
続
く
〉

【
光
が
丘
地
区
と
は
】

　

東
京
都
練
馬
区
北
部
に

位
置
す
る
振
興
地
域
。
旧

陸
軍
成
増
飛
行
場
の
跡
地

で
、
戦
後
は
米
軍
が
中
級

将
校
の
官
舎
（
グ
ラ
ン
ド

ハ
イ
ツ
と
称
し
た
）
を
建

設
し
、
膨
大
な
敷
地
が
残

さ
れ
た
。

　

緑
が
多
く
、
昭
和
50
年

代
に
光
が
丘
公
園
や
、
多

く
の
住
宅
団
地
（
分
譲
・

賃
借
）
が
整
備
、
建
設
さ

れ
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
と
な
る
。

　

街
並
み
は
電
柱
が
埋
設

さ
れ
整
然
と
し
て
い
る
。

　

地
区
の
中
心
に
は
、
清

掃
工
場
が
あ
り
、
そ
の
余

熱
を
利
用
し
た
地
域
熱
供

給
を
導
入
し
、
団
地
の
冷

暖
房
、
給
湯
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
警
察
、
消
防
、

学
校
施
設
等
を
一
括
管
理

し
、
異
常
発
生
に
対
応
す

る
監
視
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

安
全
安
心
な
街
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
は
地
下

鉄
大
江
戸
線
の
開
通
に
よ

り
、
新
宿
な
ど
都
心
部
や

横
浜
ま
で
買
物
圏
域
が
広

が
り
、
利
便
性
が
高
い
。

↙

（右から）光連協　高橋会長、練馬区議会　酒井副議長、
光連協　阿瀬見副会長　　　　　　　　　　　　　　

光が丘地区祭でりんごなどの物産を販売
（10月７日～８日）

区
民
セ
ン
タ
ー
前
の
公
園
遊
歩
道
を
散
策
す
る
議
員
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
戦
前
の
空
軍
滑
走
路
跡
地
～

光が丘地区連合協議会（光連協）・・・
　昭和61年に、15団体で光が丘地区住民組織
連絡協議会として設立。平成25年に改称し、現
在、自治会、管理組合、防災組織の３部会のもと、
55の団体で構成。

◆人口・世帯
27,925人・12,710世帯

　（平成29年９月１日現在）
◇学校数◇
小学校４校（８校からの統廃合）
中学校４校、都立高校２校

光 が 丘
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お
せ
っ
か
い
な
ま
ち

　
　
　
　
光
が
丘

�

〈
13
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
〉

　

次
に
阿
瀬
見
副
会
長
ら
が

光
が
丘
の
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
。

　

一
か
月
に
１
回
以
上
会
議

を
開
き
、
連
携
を
密
に
し
て

住
環
境
の
情
報
の
共
有
な
ど

を
図
る
と
と
も
に
文
化
活
動

な
ど
様
々
な
活
動
な
ど
を
し

て
、
豊
か
で
住
み
よ
い
街
を

次
世
代
に
残
し
た
い
と
い
う

考
え
に
は
感
銘
を
受
け
た
。

　

地
区
が
形
成
さ
れ
30
年
以

上
経
っ
た
光
が
丘
も
今
は
高

齢
の
ま
ち
と
な
り
、
高
層
団

地
で
見
知
ら
ぬ
人
も
多
い
た

め
、
近
所
つ
き
あ
い
が
な
く

孤
独
に
な
り
、
ま
た
、
近
隣

で
も
気
付
か
ず
孤
立
死
が

増
え
て
き
た
こ
と
を
受
け
、

堂
々
と
隣
近
所
で
声
を
掛
け

合
え
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
、

冊
子
「
お
せ
っ
か
い
な
ま
ち

光
が
丘
」
を
作
成
。

　

冊
子
を
一
万
世
帯
に
配
布

し
、
ご
近
所
の
い
つ
も
と
違

う
行
動
や
変
化
に
気
づ
い
た

ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
機
関

へ
連
絡
、
相
談
し
て
次
に
つ

な
い
で
い
く
。
住
民
が
互
い

に
気
づ
き
あ
え
る
関
係
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

こ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、

神
孝
議
員
が
※
葉
取
ら
ず
り

ん
ご
の
木
オ
ー
ナ
ー
制
度
を

提
案
。

　

阿
瀬
見
副
会
長
ら
が
大
変

良
い
ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、
具

体
的
な
検
討
を
し
、
で
き
れ

ば
行
政
と
の
つ
な
が
り
を
持

ち
な
が
ら
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
た

い
と
話
す
一
コ
マ
も
あ
っ
た
。

※
葉
取
ら
ず
り
ん
ご
・
・
・

　

果
実
に
袋
を
か
け
な
い
た

め
、
色
ム
ラ
が
で
き
見
栄
え

は
よ
く
な
い
が
、
葉
か
ら
の

栄
養
が
届
き
糖
度
が
上
が
り
、

味
が
良
い
。

　

生
産
者
は
高
齢
化
に
よ
り
、

は
し
ご
に
上
が
る
の
が
大
変

で
あ
り
、
葉
取
り
や
袋
が
け

の
手
間
が
か
か
ら
ず
、
生
産

者
の
現
状
に
も
適
し
て
い
る
。　

今
後
も
光
が
丘
地
区
と
信

頼
関
係
を
深
め
、
地
域
間
交

流
を
行
う
こ
と
は
、
非
常
に

当
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
も
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

　

双
方
に
恩
恵
が
あ
る
交
流

と
し
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
る
。 　

居
住
環
境
の
情
報
の
共
有

と
文
化
の
向
上
を
図
り
、
光

が
丘
の
豊
か
で
住
み
よ
い
街

と
次
世
代
へ
の
ふ
る
さ
と
づ

く
り
に
貢
献
す
る
考
え
は
す

ば
ら
し
い
と
感
じ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
鰺
ヶ
沢
町
と

の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

信
頼
関
係
の
中
で
、
共
に
絆

が
長
く
持
て
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

�

〔
記　

今　
　

勝
義
〕

意
見
交
換
会
を

終
え
て
　
　
　

木
オ
ー
ナ
ー
制
度

　
　
　
　
導
入
を

Ｒｅｐｏｒｔｅｐｏｒｔ

議員行政視察議員行政視察

〈葉取らずりんご〉見た目は良くないが、甘みがある

葉取らずりんごの木オーナー制度を提案する神孝議員（右）

冊
子
「
お
せ
っ
か
い
な
ま
ち

光
が
丘
」
を
各
世
帯
へ
配
布


